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東
北
大
学
機
械
系

同
窓
会
i
 
n
　
ス

創
刊
号

長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
東
北

大
学
工
学
部
の
機
械
系
三
学
科
と

大
学
院
三
専
攻
の
同
窓
会
が
平
成

七
年
十
7
月
十
1
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
設
立
総
会
に
お
い
て
承
認
さ

れ
'
l
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
｡
ま

こ
と
に
御
同
慶
の
至
り
で
す
｡

大
正
八
年
工
学
部
の
設
置
と
同

時
に
創
設
さ
れ
た
機
械
工
学
科
に

始
ま
り
､
昭
和
十
四
年
の
航
空
学
科

創
設
､
工
業
力
学
科
を
経
て
精
密

工
学
科
へ
の
変
遷
､
昭
和
三
六
年
の

機
械
工
学
第
二
学
科
の
創
設
以
来
､

機
械
系
三
学
科
と
し
て
運
営
さ
れ

て
き
ま
し
た
O
ま
た
近
年
の
産
業
構

造
の
大
き
な
変
革
に
対
応
し
'
二
十

一
世
紀
へ
の
新
た
な
発
展
を
期
し
て
､

平
成
三
年
四
月
に
は
そ
れ
ま
で
の
機

械
工
学
科
､
機
械
工
学
第
二
学
科
､

精
密
工
学
科
の
機
械
系
三
学
科
を

全
面
的
に
再
編
成
し
､
機
械
知
能
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工
学
科
､
機
械
電
子
工
学
科
'
機
械

航
空
工
学
科
と
改
組
さ
れ
'
さ
ら
に
'

平
成
七
年
四
月
に
は
大
学
院
重
点

化
に
伴
う
機
械
知
能
工
学
専
攻
､

機
械
電
子
工
学
専
攻
'
航
空
宇
宙

工
学
専
攻
へ
の
改
組
が
終
了
し
､
新

た
な
前
進
に
踏
み
出
し
て
お
り
ま
す
〔
〉

既
に
七
千
名
を
越
え
る
多
数
の
有

為
な
人
材
を
輩
出
し
､
各
方
面
で
活

躍
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
周
知
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
｡

こ
の
よ
う
な
機
械
系
三
学
科
の
改

組
が
進
行
す
る
中
で
､
機
械
系
と
L

W

'

全

て
の
同
窓
会
設
立
の
機
運
が
高
ま
り
､

既
に
昭
和
四
七
年
に
設
立
さ
れ
て
い

る
航
空
工
力
精
密
同
窓
会
の
ご
理

解
も
得
ら
れ
､
平
成
七
年
八
月
十

二
日
に
は
設
立
準
備
会
が
開
催
さ

れ
'
つ
い
で
設
立
発
起
人
会
も
発
足

し
準
備
が
重
ね
ら
れ
､
機
械
系
同
窓

会
の
設
立
総
会
開
催
と
な
り
ま
し
た
｡

新
し
い
同
窓
会
で
は
､
会
員
相
互
の

交
流
と
親
睦
を
図
る
と
と
も
に
､
会

誌
･
会
報
'
会
員
名
簿
の
整
備
発
行
､

総
会
･
講
演
会
開
催
そ
の
他
の
事
業

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
｡

図
ら
ず
も
'
こ
の
度
は
会
長
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
が
'
会
員
皆
様
の
御

協
力
と
御
援
助
を
頂
き
な
が
ら
機

械
系
同
窓
会
が
発
展
さ
れ
る
よ
う

祈
念
し
ま
す
と
と
も
に
'
こ
れ
ま
で

準
備
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
方
々
の
労

苦
に
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
｡
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設立総会で挨拶する玉手会長

設
立
ま
で
の
経
緯

東
北
大
学
工
学
部
の
機
械
系
三

学
科
と
大
学
院
三
専
攻
は
､
大
正

八
年
二
九
一
九
年
)
の
機
械
工
学

科
の
創
設
に
始
ま
り
'
昨
年
(
一
九

九
五
年
)
で
七
六
周
年
を
迎
え
た
由

緒
あ
る
学
窓
で
あ
り
ま
す
｡
ま
た
皆

様
す
で
に
ご
存
じ
の
よ
う
に
'
機
械

系
三
学
科
は
､
近
年
の
産
業
構
造
の

変
革
に
対
応
し
､
ま
た
二
十
1
世
紀

へ
の
新
た
な
発
展
を
期
し
て
､
平
成

三
年
四
月
に
そ
れ
ま
で
の
機
械
工
学

科
､
機
械
工
学
第
二
学
科
'
精
密
工

学
科
の
全
講
座
を
再
編
成
し
て
機

械
知
能
工
学
科
'
機
械
電
子
工
学

科
'
機
械
航
空
工
学
科
に
改
組
し
ま

し
た
｡
さ
ら
に
､
昨
年
四
月
に
は
大

学
院
の
重
点
化
に
よ
っ
て
機
械
知
能

工
学
専
攻
､
機
械
電
子
工
学
専
攻
､

航
空
宇
宙
工
学
専
攻
へ
の
改
組
が
成

り
､
資
源
工
学
専
攻
､
原
子
核
工
学

専
攻
と
と
も
に
機
械
･
知
能
系
と
し

て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
｡

工
学
部
全
体
の
同
窓
会
と
し
て
現

在
､
青
葉
工
業
会
が
あ
り
ま
す
が
､

工
学
部
内
の
多
く
の
学
科
で
は
そ
の

ほ
か
に
系
･
学
科
ご
と
に
同
窓
会
が

組
織
さ
れ
て
お
り
､
き
め
細
か
い
運

営
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
｡
旧
精
密
工

学
科
関
係
に
も
航
空
工
力
精
密
同

窓
会
が
あ
り
ま
し
た
｡
機
械
系
三
学

科
の
改
組
が
進
行
す
る
な
か
で
機
械

系
と
し
て
同
窓
会
を
設
立
し
た
い
と

の
機
運
が
高
ま
り
､
そ
の
母
体
の
ひ

と
つ
で
あ
る
航
空
工
力
精
密
同
窓

会
の
ご
了
承
も
得
ら
れ
ま
し
た
の
で
､

昨
年
八
月
十
二
日
に
設
立
準
備
会

を
開
催
し
て
基
本
的
事
項
を
協
議

し
'
つ
い
で
発
起
人
会
が
発
足
し
ま

し
た
｡
新
し
い
同
窓
会
で
は
'
会
員

相
互
の
交
流
と
親
睦
を
図
る
と
と

も
に
､
会
誌
･
会
報
等
の
発
行
､
会

員
名
簿
の
整
備
発
行
､
総
会
･
講
演

会
な
ど
の
開
催
､
そ
の
他
の
事
業
を

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
｡

設
立
総
会
と
関
連
行
事

機
械
系
同
窓
会
の
設
立
総
会
は
､

平
成
七
年
十
1
月
十
1
日
'
東
京
･

新
宿
の
東
京
大
飯
店
に
お
い
て
､
航

空
工
力
精
密
同
窓
会
の
通
常
総
会

に
引
き
続
い
て
､
二
四
四
名
の
出
席

の
も
と
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

設
立
ま
で
の
経
緯
の
報
告
と
趣
旨

説
明
が
あ
っ
た
の
ち
､
満
場
一
致
で

同
窓
会
の
設
立
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
｡

つ
い
で
会
則
案
の
審
議
'
役
員
の
選

出
､
事
業
計
画
及
び
予
算
案
の
審

議
が
行
わ
れ
､
正
会
員
の
年
会
費
を

二
一
〇
〇
〇
円
と
し
ま
し
た
｡
詳
細

は
別
項
の
と
お
り
で
す
｡

な
お
､
名
誉
会
長
に
航
空
工
力
精

密
同
窓
会
の
名
誉
会
長
の
宮
坂
五

一
郎
氏
(
航
空
昭
一
六
)
が
推
挙
さ

れ
ま
し
た
｡

ま
た
'
こ
の
設
立
総
会
に
ご
招
待

し
ま
し
た
東
北
大
学
工
学
部
長
　
及

川
　
洪
教
授
か
ら
'
本
同
窓
会
の
活

発
な
活
動
と
発
展
を
期
待
す
る
旨

の
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
｡
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引
き
続
き
関
連
行
事
と
し
て
特

別
講
演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡
講
師

は
(
樵
)
ゼ
ク
セ
ル
社
長
　
太
田
　
穣

氏
(
精
密
昭
三
五
)
で
､
"
｢
快
｣
を
目

指
し
｢
適
｣
を
技
術
汀
と
題
す
る
ご
講

演
は
､
講
師
の
長
年
に
わ
た
る
デ
ィ

ー
ゼ
ル
機
器
の
技
術
開
発
に
係
わ
る

内
容
で
､
品
質
向
上
と
地
球
環
境

対
策
に
つ
い
て
多
く
の
示
唆
を
与
え

る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
｡

最
後
に
懇
親
会
が
同
じ
会
場
に

お
い
て
立
食
形
式
で
行
わ
れ
､
玉
手

統
会
長
の
ご
挨
拶
､
祝
杯
､
思
い
出

の
歌
合
唱
､
ス
ピ
ー
チ
と
続
き
'
卒

業
年
度
を
越
え
た
歓
談
の
う
ち
に

当
日
の
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
了
し
ま

L
i
t
｢な
お
､
そ
の
後
､
太
田
･
庄
子
･
井

上
の
三
幹
事
お
よ
び
山
本
･
橋
田
･

厨
川
を
中
心
と
す
る
在
仙
委
員
会

が
発
足
し
､
東
京
在
住
の
斎
藤
･
渡

辺
･
大
池
の
三
幹
事
と
連
絡
を
取
り

つ
つ
'
本
同
窓
会
の
運
営
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
｡

名
誉
会
長
宮
坂
五

会
　
長
玉
手

副
会
長
酒
井
楠

幹
　
事
庶
務
担
当
斎
藤
太
田

会
計
担
当
渡
辺
庄
子

編
集
担
当
大
池
井
上

監
　
事
石
井
阿
部

一
郎
(
航
空
･
昭
一
六
)

統
(
機
械
･
昭
一
七
)

高
男
(
航
空
･
昭
一
九
)

兼
敏
(
機
械
･
昭
二
一
)

馨
(
精
密
･
昭
二
八
)

照
和
(
機
械
･
昭
四
〇
)

裕
(
機
械
･
昭
四
七
)

哲
雄
(
機
械
･
昭
四
五
)

弘
1
(
航
空
･
昭
二
〇
)

克
己
(
精
密
･
昭
四
四
)

敏
夫
(
機
械
･
昭
二
六
)

博
之
(
機
械
･
昭
三
四
)

学
科
､
機
械
航
空
工
学
科
､
資
源
工

学
科
と
原
子
核
工
学
科
の
五
学
科

か
ら
な
り
'
本
年
度
三
年
生
が
そ
の

第
一
期
生
に
あ
た
り
ま
す
｡
工
学
部

に
入
学
し
た
学
生
は
'
二
学
年
か
ら

機
械
･
知
能
系
に
配
属
さ
れ
､
専
門

教
育
科
目
を
受
講
し
ま
す
｡
三
学

年
に
な
る
と
､
エ
ネ
ル
ギ
ー
-
'
Ⅱ
､

材
料
-
､
Ⅲ
､
情
報
･
計
測
･
制
御
-
､

Ⅲ
'
シ
ス
テ
ム
･
設
計
､
計
算
力
学
と

い
っ
た
研
究
基
礎
分
野
を
選
択
し
ま

す
｡
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
は
機
械
･
知

能
系
五
学
科
の
複
数
の
研
究
室
か

ら
な
り
､
三
学
年
の
後
期
に
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
の
中
か
ら
学
生
が
希
望
す

る
研
究
室
に
配
属
さ
れ
ま
す
｡
こ
の

内
で
､
機
械
系
三
学
科
に
お
け
る
現

在
の
研
究
室
は
以
下
の
通
り
で
す

(
紙
面
の
都
合
で
教
官
名
は
省
略
し

ま
す
)
｡

機
械
知
能
工
学
科
　
材
料
シ
ス
テ

ム
評
価
学
､
知
的
計
測
評
価
学
'
機

械
材
料
設
計
学
､
適
応
設
計
学
'
知

懇親会,宴たけなわ

理
　
事

計
三
〇
二
名
の
方
に
就
任
い
た
だ

き
ま
し
た
｡
七
月
発
刊
予
定
の
東
北

大
学
機
械
系
同
窓
会
誌
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
｡

新しい学科名になった表示板

現
在
､
｢
機
械
･
知
能
系
｣
学
科
は
､

機
械
知
能
工
学
科
､
機
械
電
子
工

能
シ
ス
テ
ム
設
計
学
､
知
能
機
械
要

素
学
､
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
､
計
算
機
シ
ス

テ
ム
工
学
､
知
能
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
論
､

イ
メ
ー
ジ
解
析
学
'
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス

テ
ム
工
学
'
流
体
シ
ス
テ
ム
工
学
'
熱

制
御
工
学

機
械
電
子
工
学
科
　
生
体
機
械

工
学
'
生
体
機
能
工
学
'
精
密
加
工

学
'
ナ
ノ
計
測
工
学
､
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ

ー
､
精
密
成
形
学
'
マ
イ
ク
ロ
マ
シ
ン

工
学
､
情
報
応
用
数
理
学
Ⅲ
､
メ
カ

ノ
ブ
テ
ィ
ク
ス
､
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
設
計

学
､
計
測
制
御
学

機
械
航
空
工
学
科
　
数
値
流
体

力
学
､
機
体
設
計
学
､
複
合
構
造
シ

ス
テ
ム
学
､
計
算
機
援
用
工
学
､
宇

宙
機
械
学
､
自
動
制
御
学
､
宇
宙
シ

ス
テ
ム
学
'
知
能
制
御
シ
ス
テ
ム
学
'

気
体
力
学
､
燃
焼
シ
ス
テ
ム
学
'
宇

宙
推
進
工
学

さ
ら
に
こ
れ
ら
の
研
究
室
に
加
え

て
､
流
体
科
学
研
究
所
の
全
部
門
､

科
学
計
測
研
究
所
の
二
分
野
な
ら

び
に
付
属
破
壊
力
学
応
用
研
究
施

設
へ
も
配
属
さ
れ
､
学
生
は
以
前
よ

り
半
年
早
く
研
究
室
が
決
定
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
｡
そ
し
て
四
年

生
に
な
る
と
､
本
格
的
な
卒
業
研
修

が
始
ま
り
ま
す
｡
最
近
で
は
大
半
の

学
生
が
大
学
院
へ
の
進
学
を
希
望
し

て
い
ま
す
の
で
､
卒
業
研
修
も
大
学

院
へ
の
第
一
ス
テ
ッ
プ
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
｡
こ
の

辺
り
か
ら
も
大
学
院
の
拡
充
･
重
点

化
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
'
本
年
度
か
ら
大
学
院
重
点
化
に

伴
っ
て
'
機
械
知
能
工
学
専
攻
'
機

械
電
子
工
学
専
攻
､
航
空
宇
宙
工

学
専
攻
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
｡
平

成
八
年
度
か
ら
は
､
地
球
工
学
専

攻
(
旧
資
源
工
学
専
攻
)
と
量
子
エ
ネ

ル
ギ
ー
工
学
専
攻
(
旧
原
子
核
工
学

専
攻
)
を
加
え
て
､
学
部
同
様
に
新

五
専
攻
体
制
が
始
ま
る
予
定
で
す

(
た
だ
し
､
一
部
の
研
究
室
は
大
学
院

で
は
情
報
科
学
研
究
科
に
所
属
し

ま
す
)
｡
教
職
員
も
組
織
上
は
大
学

院
の
所
属
と
な
り
'
材
料
物
理
工
学
､

生
体
工
学
'
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

学
な
ど
の
複
数
の
研
究
室
か
ら
な
る

大
講
座
の
も
と
で
研
究
･
教
育
を
行

い
ま
す
｡
講
義
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
､
大

き
く
分
け
て
専
門
基
盤
科
目
､
専
門

科
目
そ
し
て
学
際
基
盤
科
目
か
ら

構
成
さ
れ
'
特
に
専
門
基
盤
科
目
は
､

各
専
攻
を
横
断
し
た
講
義
の
選
択

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
｡
し
か
し
な

が
ら
､
大
学
院
重
点
化
は
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
も
あ
り
､
そ
の
体
制
が
完

全
に
確
立
す
る
ま
で
は
ま
だ
数
年
が

必
要
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
す
｡

機
械
系
三
学
科
か
ら
は
'
今
年
二

一
四
名
が
卒
業
し
､
二
l
 
O
名
が
入

学
す
る
予
定
で
す
｡
今
後
毎
年
二

〇
〇
名
以
上
の
新
学
科
に
所
属
す

る
機
械
系
同
窓
会
会
員
が
巣
立
っ
て

い
く
こ
と
に
な
り
､
こ
の
体
制
が
仮
に

続
く
と
す
れ
ば
約
三
十
五
年
後
に

現
会
員
数
の
約
七
千
名
と
同
人
数

に
達
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
｡
実
は

平
成
八
年
度
か
ら
は
'
新
た
に
工
学

部
は
系
別
募
集
と
な
り
､
入
学
す
る

学
生
は
そ
の
時
点
で
機
械
･
知
能
系

へ
配
属
さ
れ
る
こ
と
な
り
ま
す
｡
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平
成
七
年
　
八
月
十
二
日

平
成
七
年
十
一
月
十
1
日

平
成
七
年
十
t
月
十
一
日

東
北
大
学
機
械
系
同
窓
会
(
仮
称
)
設
立
準
備
会

同同

発
起
人
会

設
｣
蝣
¥
%
-
%

ヽヾ

･L
は'

ォTl

鎚
ぶ
阿
望
仰
r
<
　
謂
川

(
総
則
)

第
1
条
　
本
会
は
｢
東
北
大
学
機
械
系
同
窓
会
｣
と
称
す
る
｡

第
二
条
　
本
会
は
会
員
間
の
親
睦
を
図
り
､
向
上
発
展
を
期

し
､
併
せ
て
母
校
と
の
関
係
を
密
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
､
こ
れ
に
必
要
な
事
業
を
行
う
｡

｢
総
会
､
新
入
会
員
の
歓
迎
会
等
の
集
会
の
開

催
二
.
会
誌
､
会
報
等
の
発
行

三
.
会
員
名
簿
の
整
備
と
発
行

E
｡
機
械
系
学
科
･
専
攻
と
の
連
帯
事
業

五
.
そ
の
他

第
三
条
　
本
会
は
本
部
を
東
北
大
学
工
学
部
機
械
系
内
に
置

く
.
ま
た
地
域
別
に
支
部
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
｡

第(

翼童
)

本
会
は
つ
ぎ
の
会
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
｡

一
.
正
会
員(
イ
)
　
東
北
帝
国
大
学
工
学
部
機
械
工
学

科
､
同
航
空
学
科
'
同
工
業
力
学
科
､

東
北
大
学
工
学
部
機
械
工
学
科
'
同

工
業
力
学
科
'
同
精
密
工
学
科
'
同
機

械
工
学
第
二
学
科
､
同
機
械
知
能
工

学
科
､
同
機
械
電
子
工
学
科
､
同
機
械

航
空
工
学
科
の
卒
業
生
及
び
東
北
大

学
大
学
院
工
学
研
究
科
機
械
工
学
専

攻
､
同
精
密
工
学
専
攻
'
同
機
械
工
学

第
二
専
攻
､
同
機
械
知
能
工
学
専
攻
､

同
機
械
電
子
工
学
専
攻
､
同
航
空
宇

宙
工
学
専
攻
､
東
北
大
学
大
学
院
情

報
科
学
研
究
科
の
機
械
系
関
連
講
座
･

分
野
の
博
士
課
程
前
期
二
年
の
課
程

(
修
士
課
程
)
'
同
後
期
三
年
の
課
程

(
博
士
課
程
)
の
修
了
者

(
ロ
)
　
機
械
知
能
工
学
専
攻
'
機
械
電
子
工

(ハ)

学
専
攻
､
航
空
宇
宙
工
学
専
攻
､
情
報

科
学
研
究
科
機
械
系
関
連
の
現
教
官

(
教
授
､
助
教
授
､
講
師
の
全
員
及
び

助
手
の
希
望
者
)

(
イ
)
の
学
科
及
び
専
攻
に
一
年
以
上

者
で
理
事
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
者

二
.
特
別
会
員
(イ)

(ロ)

機
械
工
学
科
､
航
空
学
科
､
工
業
力

学
科
'
精
密
工
学
科
､
機
械
工
学
第
二

学
科
'
機
械
知
能
工
学
科
､
機
械
電
子

工
学
科
､
機
械
航
空
工
学
科
及
び
機

械
工
学
専
攻
､
精
密
工
学
専
攻
､
機
械

工
学
第
二
専
攻
､
機
械
知
能
工
学
専

攻
'
機
械
電
子
工
学
専
攻
､
航
空
宇
宙

工
学
専
攻
､
情
報
科
学
研
究
科
機
械

系
関
連
の
元
教
官
(
教
授
､
助
教
授
､

講
師
'
た
だ
し
卒
業
生
は
除
く
)

理
事
会
に
お
い
て
推
薦
さ
れ
た
者
並

び
に
本
会
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
大
な
る

諸
賢
で
特
別
会
員
と
し
て
会
長
が
委
嘱

す
る
者

(
役
員
)

第
五
条
　
本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
｡

会
長
一
名
､
副
会
長
'
幹
事
､
常
任
理
事
､
理
事
各
若

干
名
､
監
事
二
名
｡

幹
事
に
は
庶
務
'
会
計
(
渉
外
を
含
む
)
､
お
よ
び
編
集

担
当
を
置
く
｡

役
員
は
本
会
正
会
員
と
す
る
｡

第
六
粂
　
理
事
お
よ
び
監
事
は
総
会
で
選
出
し
'
理
事
は
互
選

で
会
長
一
名
'
副
会
長
､
常
任
理
事
若
干
名
の
候
補

者
を
た
て
総
会
の
承
認
を
経
て
決
す
る
｡
幹
事
は
常
任

理
事
の
互
選
を
も
と
に
会
長
が
委
嘱
す
る
｡

第
七
条
　
会
長
は
当
会
を
代
表
す
る
｡
副
会
長
は
会
長
を
補

佐
し
､
会
長
事
故
あ
る
時
は
副
会
長
の
う
ち
最
年
長

者
が
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
｡
幹
事
は
会
長
の
意
向
を

体
し
､
本
会
実
務
の
総
括
を
行
う
｡
副
会
長
及
び
常

任
理
事
は
常
任
理
事
会
を
組
織
し
､
こ
の
会
則
に
定
め

る
も
の
の
外
､
当
会
の
会
務
一
般
を
処
理
す
る
｡
理
事

は
会
の
運
営
と
発
展
の
た
め
､
意
見
を
具
申
す
る
も
の

と
す
る
｡
監
事
は
会
計
監
査
を
行
う
｡

第
八
条
　
役
員
の
任
期
は
二
年
と
し
'
再
任
を
妨
げ
な
い
｡

第
九
粂
　
本
会
の
発
展
に
貢
献
著
し
い
会
長
経
験
者
に
､
総
会

の
承
認
を
経
て
名
誉
会
長
を
委
嘱
す
る
こ
と
が
で
き

る
｡

(
会
議
)

第
十
条
　
会
議
は
総
会
､
常
任
理
事
会
及
び
理
事
会
等
と
し
､

会
長
こ
れ
を
招
集
す
る
｡
通
常
総
会
は
毎
年
一
回
開

催
す
る
｡
会
長
は
必
要
あ
れ
ば
臨
時
総
会
を
招
集
で

き
る
｡
総
会
､
常
任
理
事
会
及
び
理
事
会
等
の
議
長
は

会
長
こ
れ
を
担
当
す
る
｡
議
決
は
出
席
者
の
過
半
数
の

賛
同
を
得
る
も
の
と
す
る
｡

(会計)

第
十
一
条
　
本
会
の
経
費
は
会
費
及
び
寄
付
金
等
を
も
っ
て
こ

れ
に
当
て
る
O
会
計
年
度
は
E
]
月
1
日
に
始
ま
り
翌
年

の
三
月
三
十
一
日
に
終
わ
る
｡

本
会
の
予
算
お
よ
び
決
算
は
総
会
の
承
認
を
経
る
も
の

と
す
る
｡

第
十
二
条
　
会
員
の
会
費
は
理
事
会
で
審
議
し
総
会
で
決
め

る
｡

(
支
部
の
設
置
)

第
十
三
条
　
本
会
に
第
三
条
に
よ
る
次
の
支
部
を
置
く
｡

仙
台
支
部

東
京
支
部

西
日
本
支
部

第
十
四
条
　
各
支
部
の
理
事
は
互
選
で
支
部
長
一
名
を
定
め
る
｡

支
部
長
は
支
部
を
代
表
し
､
副
会
長
を
兼
任
す
る
｡

支
部
の
運
営
は
支
部
の
規
則
に
よ
る
｡

(
会
則
の
変
更
)

第
十
五
条
　
本
会
則
の
変
更
は
総
会
の
議
決
に
よ
る
｡
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付
　
則
　
1
.
本
会
則
は
平
成
七
年
十
1
月
十
一
日
よ
り
施
行

す
る
｡

三
第
六
条
及
び
第
十
条
の
規
程
に
拘
わ
ら
ず
'
初
回

の
会
長
､
理
事
の
候
補
者
な
ら
び
に
会
長
承
認
時
の

議
長
等
の
設
立
総
会
の
運
営
は
発
起
人
会
で
決
め

る
｡

三
.
第
十
1
条
の
規
程
に
拘
ら
ず
､
設
立
総
会
に
始
ま

る
会
計
年
度
の
期
間
に
つ
い
て
は
設
立
総
会
に
お
い

て
定
め
る
こ
と
と
す
る
｡

四
.
本
会
則
に
拘
ら
ず
'
本
会
の
一
母
体
で
あ
る
東
北

大
学
航
空
工
力
精
密
同
窓
会
と
の
円
滑
な
接
続
の

た
め
に
必
要
な
過
渡
的
措
置
を
別
途
講
ず
る
も
の

と
す
る
｡

了
解
事
項
　
本
会
の
発
足
に
当
た
り
次
の
了
解
事
項
を
置
く
｡

一
.
第
四
条
第
一
項
の
正
会
員
資
格
(
イ
)
の
大
学
院

修
了
者
､
と
く
に
後
期
三
年
の
課
程
(
博
士
課
程
)

の
修
了
者
に
は
科
目
修
了
を
含
め
る
｡
本
件
に
関
し

て
実
務
一
般
と
し
て
は
青
葉
工
業
会
の
取
扱
い
に
従

い
､
個
々
の
問
題
が
生
じ
た
と
き
は
本
項
(
ハ
)
を
含

め
理
事
会
で
定
め
る
｡

二
.
通
常
総
会
は
各
支
部
の
支
援
の
も
と
'
開
催
地
を

持
ち
回
り
で
行
う
｡

三
.
当
分
の
間
､
会
員
の
消
息
情
報
の
収
集
整
備
を
通

し
て
会
の
立
ち
上
げ
を
促
進
す
る
た
め
在
仙
委
員

会
を
置
く
こ
と
が
出
来
る
｡
庶
務
幹
事
が
会
長
に
は

か
り
必
要
に
応
じ
て
機
能
さ
せ
る
｡

四
.
本
会
本
部
事
務
局
に
は
事
務
職
員
一
名
(
非
常

勤
)
を
置
く
｡
そ
の
任
免
は
会
長
が
行
う
｡

平成7･8年度事業および会計計画
設立総会の開催(平成7年11月11日)
平成8年度通常総会(平成9年5月)
常任理事会の開催　2回
会誌の発行(平成8年7月)
会報の発行(平成8年3月)
講演会の開催
その他本会の目的達成のために必要な事業

●

●

●

●

●

●

●

収入
会費個人会員　　　　　　　　　12,000千円
広告料　　　　　　　　　　　　1,500千円

13,500千円

2,000千円
4,000千円

1,000千円

100千円
300千円

1,000千円
1,000千円

1,350千円
2,750千円

合計

支出

総会開催費

会誌発行費
会報発行費

講演会開催費
支部活動支援費

-ト'"'t十ft

人件費
予備費

次年度繰越金

合計　　　　　　　　　　　13,500千円

東北大学機械系同窓会事務局

所在地　　　東北大学工学部機械系内
980-77仙台市青葉区荒巻字青葉

電話　　　　設置準備中
ファクシミリ　設置準備中
郵便振替　　口座番号　02270-8-11176

口座名称東北大学機械系同窓会

在仙委員　　太田　照和(機械･昭40)
庄子哲雄(機械･昭45)
井上克己(精密･昭44)
橋田俊之(機械･昭55)
山本　悟(機械･昭59)
厨川　常元(精密･昭54)

機械系より仙台市内を展望する
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機
械
系
同
窓
会
の
発
足
に
と
も
な
い
'
旧
機
械
工
学
科
･

旧
機
械
工
学
第
二
学
科
お
よ
び
関
連
大
学
院
を
ご
卒
業
の
方

は
､
平
成
七
年
度
分
よ
り
会
費
の
納
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
｡

同
封
の
振
込
用
紙
を
お
使
い
に
な
り
'
で
き
れ
ば
複
数
年
度

分
(
例
え
ば
五
年
分
1
万
円
)
を
一
括
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま

す
と
大
変
あ
り
が
た
く
存
じ
ま
す
｡

事
務
処
理
を
確
実
に
す
る
た
め
､
振
込
用
紙
に
学
科
名
と

卒
業
年
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
る
よ
う
合
わ
せ
て
お
願
い
い
た
.

し
ま
す
｡

旧
精
密
工
学
科
･
同
大
学
院
を
ご
卒
業
の
方
は
､
平
成
七
年

度
分
ま
で
は
､
従
来
の
航
空
･
工
力
･
精
密
同
窓
会
に
会
費
を
お

納
め
い
た
だ
き
'
平
成
八
年
度
分
よ
り
機
械
系
同
窓
会
に
納
入

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
｡
機
械
系
同
窓
会
と
し
て
の

会
費
納
入
の
お
願
い
な
ら
び
に
振
込
用
紙
は
､
七
月
発
刊
予
定

の
同
窓
会
誌
に
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
｡


